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　 Active　 fault　 investigation　 is　 aimed 　 at 　 contributing 　 to　 the
safety 　of　 human 　life　in　our 　 nation 　 through 　the　 long−term

prediction　of 　earthquakes ．　Major 　pressing　subjects 　on 　the
藍ocational 　 prediction　 of 　 earthquakes 　 are 　prospecting 　of

concea 且ed　active 　faults　beneath　highly−urbanized 　areas 　and

appropriate 　disclosure　of 　 preci8e　 locational　 information 　of

active 　 fau置ts　to　the　populace ．　Concerning　 the　time　prediction
of 　 recurring 　 earthquakes ，　 we 　 must 　 advance 　 probabi 且istic　 risk

evalllation ，　 study 　on 　recurrence 　intervars　fluctuation，　as 　well 　as

hemiquantitatiye 　assessment 　based 　on 　the　且atest 　 rupturing

event ．　For 　a 　rational 　an 【藍　reliable 　prediction　of 　earthquake

size ，　 we 　 must 　promote 　 a 　quantitative 　size 　 estimation 　based 　 on

rupturing 　 segments 　 and 　 speci 血c 　disp且acements ，　 wh 董ch 　is
apP 且董cable 　to　a 　great　variety 　of 　rupturing 　events 　inc且uding
single ，　 mu 置tip且e　 and 　 successive 　 ones ．　 It　is　 also 　 necessary 寛hat
empirical 　 formu 且as 　 connecting 　 fau艮t　 Iength　 with 　 ear 恤 quake

magnitude 　 should 　 be　 improved ．　 In　 addition ，　 we 　 must 　 appro ．

priately 　process 　the　active 　fault　data　in　response 　to　diverse
needs 　of 　the　society ，　and 　 must 　offer 　var 置ous 　sty 且es 　of 　informa −

tion　on 　active 　faults 止 rough 　various 　communieation 　media ．

K θy　words ’active　 fault，　 ch （zr　zcteristic　 earthqu α he，　 θαア’勿 ualee

hueard，　 fault　 seg 焜 θn ち long一孟θ槻 eα rthq   α he　1）rediction ，　 Pα 190S2言S−
mology ，　Probabitistic　seismic 　rish 　evatuation ，α nd 　recurrence 言nten ；aL

は　 じ　 め　 に

　兵 庫 県 南部 地 震 を契 機 と して ，そ れ ま で は ご く限 られ た

人々 だ け に 知 られ て い た 「活断層」 とい う言葉が広 く社会一

般 に 知 られ る よ うに な っ た．ま た，こ の 地震 は 1891年 （明 治

24年 ）の 濃尾地 震 や 1923 年 （大 正 12 年）の 関 東大 地震 と同

様 に，わ が 国 の 地震予 知研 究の 体制 と 内容を 大 き く変え る契

機 と もな っ た．阪神大 震災 後の 地震予知研 究の 体制 ・内容の

変化の 中で ，地形
・地 質系の 研究者

・
技術者に 特に 関係が 深

い もの は，活 断層 調 査が 国 の 事業 と して 実施 さ れ る こ と に

な った点で あ ろ う．これ は
一

つ に は，地震 の 短 期 お よ び直前

予知の 困難 さが 浮き彫 りに な り，国 と して は地震の 長期予測

に こ れ ま で 以 上 に 重 きを置 か ざ る をえ な くな っ た こ とに よ

る． しか し，もう
一

っ の 重要な 背景 と して ，1960年代か ら

培 っ て きた 活断層の 調査技術 とこ れ まで積 み 上 げて きた活 断

層に 関す る膨大な 情報を挙げる こ とが で きる．兵庫県南部地

震 を引 き起 こ した野 島断層 を例 に と る と，断層 の 正 確 な通 過

位置 と活動性 （横ず れお よ び．．ヒ下方 向の 平 均変位速 度） は 地

震前に 既に 明 らか に され て い た （水野ほ か，1990）．こ の よ う

な 蓄積 が活 断層 調査 を国家 的事 業 と して 展 開 す る こ と を可 能

に した 下地 を な して い る と言 っ て も過言 で は なか ろ う．

　本稿で は，主 と して 地質調査所の 最近の 調査成果に 基づ い

て，活 断層 調査 の 現状 と到 達点 を紹 介す るとと もに ，今後 の
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課題 に っ い て 私見 を 述べ る，な お本稿は，土 木学会の 第 24回

地震 工 学 研究 発表会 の 講 演論 文 （杉 1．II，1997） に 加筆 ・修正

を加 え た もの で あ る．

活 断層調 査 の 目的 と取得 を めざす 情報

　活断層 とは，最近 の 地 質 時代 に 繰 り返 し活 動 して お り，そ

れ 故に将来 も活動 して ，地震を 生起 す る可能性が 高い と考え

られ る 断層 の こ とで あ る．活断層調 査の 目的は，活 断層 の 分

布，長さ，活動履歴 な ど に 関す る情報を 取得 し，そ れ に基 づ

い て 活断層 か ら発生す る地震の 場所，時期，規模な ど を長期

的 に 予 測す る こ とに よ り，地 震災 害 の 軽 減 を始 め とす る国民

生活の 安全に 資する こ と に あ る．

　 活断層 調査 に よ り取得 を め ざ して い る活 断層 の 情報 （ま た

は 静的パ ラ メ
ー

タ
ー
）に は，地震予測の 要素 （場所，時期，

規 模，発震機 構） と対 応づ けて 示 す と，以下 の よ うな もの が

あ る．

）1

）2

）3

地 震 の 発生場 所 の 特定 に 関連 す るもの ；

活断層の 広域 的分布，詳細通 過位置

地震の 発生 時期の 予測 に関連す る もの ：

活動 間隔，最 新 活動 時期 （また は経過 時 間）

地 震の 規模 の 予測に 関連 す る もの ：

活断層 （破壊の セ グ メ ン ト）の長 さ，単位変位量 （1回

の 活動 に 伴 う変位 量）

N 工工
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　 4） 発 震機 構 の 予 測 に 関 連す る もの ：

　　　活 断層 の 幾何学的情報 （走 向 ・傾斜 な ど），変 位 の 向 き

　5） 時期 と規模 の 予 測，お よ び そ れ らの 妥 当性検 証 に 関連

　 　 　す る もの ：

　　　平 均変位速 度

　な お，地震 動特 性 の 予測に 関連 す る，破壊の 伝播方向，伝

播速 度な ど の 動的 断層 パ ラ メ ーターに 関 して は，現 在 の 活断

層調 査で は取 得が 困難で ある．

　以下 の 本 論 で は，地震 予測 の 3 大要 素 （場所，時期，規 模）

と対応 さ せ て，活断層の 分布調査 と位置情報 の公 表，地 震発

生 の 危 険度 評価，地 震規 模 の 予測 の 3 っ の テ
ー

マ を選 び，活

断層調 査 の 現状 と今 後 の 課題 に っ い て 述 べ る．

活断層の 分布調査 と位置情報の 公表

　 1．　 現　 状

　　（1＞ 山地 ・丘陵 ・台地 の 活 断層

　 山地 ・丘 陵 ・台地 の 活 断層 の 分布 と 詳細 な 通過 位 置 に 関す

る情報 は，主 と して空 中写真判読 と地形 ・地 質調 査 （現地踏

査 ） に よ り取得 されて い る．日本列 島 で は，こ れ らの 地域 に

お け る 活断層 の 大局的な 分布は 既に 明 らか に され て い る．そ

れ らの 情 報 は，活 断 層研 究会 （1980，1991 ）や地質 調 査所 （例

え ば垣 見 ほ か，1982）な ど に よ り取 り ま とめ られ，20万分 の

1地 勢 図 を基 図 と す る 活断 層分布 図，50 万 分 の 1 活構 造図 な

ど と して 公表 さ れて い る．また，精 度 の 高い 活断層 の 位置情

報 は，幾っ か の 活 断層 （阿 寺断 層，巾央構 造線，野 島断層 な

ど） に っ い て は，2．5 万分 の 1 また は 1 万分 の 1詳 細断層図

（ス ト リ ッ プ マ ッ プ ；佃 ほ か，1993 な ど） と して 地 質 調査所

か ら公表 されて い る．

　 　   　 平野 部 の 活断 層

　調 査 が大 き く遅 れて い た平野部 （沖積低地）の 活断層 の分

布に っ い て も，こ こ 数年 間 に ，主 に 反射法 弾性 波探 査 と詳細

地形 調査 （大 縮尺 の 空 中写真 判読 な ど） に よ り精力 的 に 研究

が 進 め られ て い る．平野 部 は
一

般 に 人 口 稠 密地 域 で あ る た

め，大都 市直撃 型 の 地震 を 引 き起 こ す可能 性 の あ る 活 断層 の

分布の 確認 は地 震防災上 極め て 重要で あ る．

　 我 が国 の 3 大 都市 圏 が立地 す る 関東 平野，大 阪平 野 お よ び

濃尾平野に お け る調 査 の 現況 ・到 達点 は以 下の よ うで あ る．

関東平 野 の 東京，荒 川，中川 の 各 低地 で は，反 射法 弾性波 探

査 や ボ
ー

リ ン グに よ っ て，B 級以 上 の 活動度 （平均変位速 度

が 10cm ／千 年 以 上） の 活 断層 が伏 在 す る 吋能性 は 極 め て 低

い こ と が 判明 し て い る （杉 LLI・遠藤，1996 ；遠 藤 ほ か，
1997）．大 阪平 野 で は，反 射法 弾性 波探 査 （大 阪府，1997 ；杉 山

ほか，1997な ど）と詳細地形調 査 （岡 田 ほか，1996な ど）に

よ り，大 阪市 内を 南北 に 縦断 す る 上 町断層 が 岸和 田市 に まで

達 し，断層 の 全 長 は 40km 以 上 に 達 す る こ とが 明 らか に され

て い る （第 1図）．ま た，同断 層 は 正本 の 断層 線 か ら構成 され

る もの で は な く，複 数 の 雁行 あ る い は派 生 断層 か らな る断 層

系で あ る こ と も明 らか に な っ て い る （第 2 図）．現 時点で は十

分な デ
ー

タが 得 られて い な い 濃尾 平野 に っ い て も，1997 年 度

か ら地 質調査所 と愛知県に よ り，反射法弾性波探査 に よ る伏

在活断層調査が 開始 され て い る．

第 正図 　上 町断層系 の ト レ ース と反射 法弾性波探査 の 測線

　位置 （杉山 ほか，1997）．

　平 野部 活 断層の 詳細な位置情報 は，2．5万 分の 1都市圏 活

断 層 図 と して ，1996年 度 よ り国土地 理院 か ら順次 公表 されて

い る．同 図で は，撓曲構造 の 傾斜方向を矢印で 示 し，矢印の

長 さ と網掛 けに よ り撓曲 ゾーン を表 示 す る な ど，平野 部活 断

層 の 特 徴 を うま く表 現す る た めの 工 夫 が な さ れ て い る．

　 2．　 今後 の 課 題

　 　（1＞ 伏 在活 断層調 査 の 推進 とその 質 的転 換

　越後 平野 （新 潟〜長 岡平 野） や 石狩 平 野で は活動 性 の 高 い

活 断層 の 伏 在 が予想 され る が，ま だ十 分 な調 査が 行 わ れ て い

な い ．こ れ ら の 平野 に っ い て も大阪平 野 や 濃尾 平野 と 同様

に ，早 急 に 調査 を 始 め る必 要 が あ る．また，通 過位 置 が特定

さ れ た 活動 性 の 高 い 伏 在活 断層 に つ い て は，順次，調査 内容

を 後述 す る 地震の 発生時期 と規 模 の 予 測 を 目的 と す る もの に

転 換 して ゆ く必要 が あ る，地質 調査所 は，上 町断層 系 の 活動

時期 と単位変位量 の 取得 を 目指 す 群列 ボ
ー

リ ン グ 調 査 を

1997 年度 に 開始 し，濃尾平野西 縁の 桑名断層 と和歌 山平 野 に
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第 2 図　大和川測線 （第 1図の Yamato 　R ．　Line ）沿 い の 上町断層系 の 深度変換 さ れ た 反射断面 （杉山 ほ か．1997），
　氈長は約 2イ音．

鉛直誇

伏在す る 中央構造線 に っ い て も，同 様の 調 査 を 1996 年度か

ら行 って い る，

　　  　活断層 の 詳細位置情報の 公表

　lIr地 ・丘 陵 ・
台地 の 活断層 と平野部 の 活断層 に 共通 す る 今

後の 課題 と して は，断層通過位置の よ り詳細な 特定が挙げ ら

れ る．さ らに，得 られ た位 置情報 に っ い て は，大縮尺 の 詳細

活断層図な ど と して ，速や か に 公表 して ゆ く必要が あ る，活

断層 の 詳細位置情報 は，断層変位 と強震動 の 発 生 源，破砕帯

の 存在に よ る脆弱岩盤地域，伝播地震動の 増幅 ・ト ラ ッ プ の

発生 域 な ど にっ い て の 重 要な 1次 デ
ー

タで あ り，地 震災害の

軽減 を図る一ヒで の 有用性 は極 め て 高い ．

　 た だ し，位 置情 報 の 公 表方 法 に は細 心 の 注意 を払 う必 要 が

あ る．例え ば，活断層の 位置情報 の み を提示 し た場合 に は，

情報 の 受 け手 側 （特 に
一

般市 民） に 「活 断層 の 真 ヒや その 近

くで な ければ安全 だ，大 した 被害は 出な い だ ろ う1 とい っ た

誤解 を与 えな い よ う に，適切 な解 説 ・注記 な どを加 え る こ と

が重 要で あ る．活断層の 位置情報 を地 震災害の 軽減 に
一
卜二 分

に役立た せ るた め に は，地震動分 布 に 影響 を与 え る基盤 形状

の 情報や液状化現象の 発生 し易さ を支配する表層地質情報な

ど と
一
体化 させ た 総合的な 地震災害予 測 図を作 成 す る こ とが

効果 的 で あろ う，

地 震発 生 の 危険度評 価 （発生 時期の予 測）

　1．現　状

　 　｛1） 断層 活動 の 周期 性 の 検証 と活 断層 調査 が対 象 とす る

　　　　地震

　活断層 の地震発生危険 度評 価 は，活 断層 （厳 密 に は破 壊 の

セ グ メ ン ト） の 活 動に は 周期性があ る とい う前提に 基 づ い て

い る．この 前提の 成立 を 強 く支持す る 実例 と して ，南海 トラ

フ 沿 い の 巨大 地震 が あ る．同 ト ラ フ沿 い で は，史料 に欠 落が

な い と判断 され る 中i旦以 降，1361，1498，正605，1707，1854，

1944−46年 と 6 回の マ グ ニ チ ュ
ー

ド 8 ク ラ ス の 地 震 が平均

117年，最 短 90年，最 長 147年の 間隔 （標準偏差 22 年 ）で 発

生 して い る，

　内陸の 活断層 に つ い て は，南海 ト ラ フ 沿い に 匹敵す る よ う

な精度 の 高い デ
ー

タ は得 られて い な い．しか し，こ れ まで に

実施 さ れ た 活断層 の 活動履 歴調 査結果 （例え ば，粟出 ほ か

（1986）に よ る阿寺断層 の 調査結果の 総括）は，活断層が お お

む ね
一

定の 間隔 （最長 およ び最 短の 活動間 隔が そ れぞ れ平均

値の 2倍以 下 およ び 2分の 1以上 に 収 まる程度）で 活動 して

い る こ と を示 して い る．

　活 断 層調 査 に よ り認 識で き る断層活動 は，断層変位が 地表

付近 に まで 達 した もの で あ る．こ れ は，一
部の 例外 はあ るに

せ よ，個 々 の 断 層か ら発生 し得 る最大規 模の 地震 に ほ ぼ紺応

す る．こ の よ う な 最大規模の 地震 は，Schwartz　and 　Cop −

persmith （1984） の characteristic 　earthquake （圃有地 震）

に相当する．以下の 地震発生の 危険度評価お よ び地震規模の

評価 で 対 象 とす る地震 は，こ の 固 有地震，則 ち，お おむ ね一

定の 時間間隔を置い て ，活断層か ら繰 り返 し発生す る最 大規

模 の 地震 で あ る．逆 の 言 い 方 をす ると．以下 の 議論は，固有

地震以外 の 地震の 発生時期お よ び規模の 予測に は，直接 に は

適用 で きな い 点 に 注意 して 頂 きたい ．

　　  　危 険度評価を主 自的とす る 活断層調 査の 現 況

　活 断層 の 地震発 生危 険度 評価 を主 な 目的 とす る活 断層調査

は ， 地質調査 所お よ び地震調査 研究交付金 （科学技術庁所管）

の 交付を 受け た地方自治体 に よ り，1995年度 か ら実施 され て

い る．こ の 事 業 で 対象 と して い る活断層 は，霊 と して 地 震調

査研究推進本部が 基盤的調査観測の 対象活断層 と して 選 定 し

た 98 の 活断 層 （帯） で あ る．こ れ らの 活断 層 （帯）は ， 基本

的に B 級以 ．ヒの 活動度 と 20km 以上 の 長 さ を もち，マ グ ニ
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チ ＝一ド 7 程度以上 の 地 震を引き起こ す可能性の あ る活断層

または そ の 集合体で あ る．

　地質調査 所 は，各地方 や 都市圏 全体 の 地震発生危険度の 評

価 に も貢 献す るた め，国府津一松 田 断 層な ど の 一
部 の 要注 意

断層を除いて，近 畿地方を 拠点 と して 調査 を始 め，順次，中

部，四国な ど の 周 辺地 方 へ 調査範 囲を拡大 す る戦略を と っ て

い る．同所 は 正995年度以 降，各年度 10本前後 （複数年 度 に

わ た る 断層 を 含 む ）の 活断 層の 調査 を行 っ て い る．一方，地

方 自治体 に よ る活 断層 調査 は，各地域 の 防災計画 に 必要 な 想

定 地震 お よ び 地震動 にっ い て の 情報 の 取得 を主 な 目的 として

実施さ れ て い る．1995年 度か ら 1996 年度 に か けて，34 日治

体に よ り38活断層 （帯） の 調査 が実施 され て い る，

　　（3） 地震発 生危険度評価の 実例

　 こ こ で は，地質調査所が ト レ ン チ 調 査結果 に 基づ い て，独

自の 評 価 を公 表 した 野 島断 層と有馬
一
高槻構造線，な らび に

地震調査委員会が 国と して の 評価を公表して い る糸倒 rl一静

岡構造線活断層 系と国府 津
一
松 田 断層 の 例を紹介 す る．

　 1） 野島 断層

トレ ン チ調査の 結果，野島断層 （第 3 図の   ）は 1995年 の 活

動の 前 は西麿紀 元後 5D年頃，さ らに そ の 前は紀元前 1900〜

3000年 に 活 動 した こ とが 判明 した （第 1表 ；粟 田 ほ か，
1997）．し た が っ て，震災前 に詳 しい トレ ン チ 調査 を実施 して

い れ ば，野 島 断 層 は活 動 間 隔 2000 〜3000年， 経 過 時間約

2000年の
， 地震発生が切迫 した 断層で あ る と評価で きた と考

え られ る．

　2） 有馬
一
高 槻構造線

　 ト レ ン チ 調査 の 結果，川西以東の 有馬
一
高槻構造線 （第 3 図

の   ）は約 400年前 に 最新 活動 を行 っ た こ とが明 らか に なっ

た，地震史料およ び地震考古資料 との 突き合わ せ に よ り，こ

の 活動が 1596年の 慶長伏見地 震を引 き起 こ した と結 論 され

た （寒川 ・杉山，1996）．ま た，そ の 前 に は紀元 前 90G 年頃の

縄文 時代 晩期に活動 した こ とが 確認 され た．この 結果，活動

問隔 は約 2500 年，経過 時 間 は 400年 と求 ま り，同構造 線が 近

い 将来 に活動 す る可能性 は低 い と評価 された，有馬
一
高槻構

造 線 に 関 す るこ の よ うな評 価 は速や か に公表 され，京阪神地

域 の 人 々 の 同構造線地 震 に 関す る不安 の 解消 に 貢 献 した．

　 3） 糸魚川一静 岡構 造線活 断層系

　 ト レ ン チ調 査 に よ り，糸 静線活 断層系中部の 牛伏寺断層

（第 4図）の 最新活動 は 西暦 445〜1386年 の 間 で あ る こ と が

判 明 した （奥村 ほか，1994），地震 史料 か ら，こ の 活動 は 762

年 の 美濃 ・飛 騨 ・信濃 の 地震，また は 841年の松本付近 の 地

震 に対応 す る と考 え られ て い る （奥 村 ほ か，1994；地震調 査

委員会，1996）．ま た，最新活動 に 伴 う単位変 位量 は 7．5± 1．5
m ，平均 変位速度 は 9．4± 4．5m ／千年 と見積 も られ，最近 4 回

の 断層 活動 の 間隔 （500〜900年程度）と調和的で あ る，こ れ

らの デ
ー

タか ら，牛伏寺断層に つ い て は ，次の 活動が差 し

迫 っ て い る （経過 時 間 〉 平均 的な 活動 間隔） とす る評価 が公

表 された （地 震調査委員会，1996；奥村 ・井村，1996）．

　糸静線活断層系の他の 断層の危険度評価につ い て は，意見

が 分か れ て い る．松田 （1996） は経験式 を用 い て，牛伏寺断

層 の 単 位変粒 量 に見合 うマ グ ＝ チ ュー
ド （8．1）と 断層の長 さ

第 3図　有馬
一
高槻

一
六 甲断層帯 の 主 要セ グ メ ン ト区分 （粟

　田 ほか，1997）．2 っ の ▲ は セ グメ ン トの 境界を示 す． 

　〜  の セ グメ ン トは表 1 の セ グ メ ン トに 対応する．

第 1表　有馬一高槻一六甲断層帯 の 主要 セ グメ ン トの 断層パ

　 ラ メ ータ ー（粟 出 ほ か ，1997），  の 北 淡セ グ メ ン トは

　野 島断層 に 相 当 し，  の 高槻 セ グ メ ン トは有馬
一
高槻構

　造線 に相当す る．

セ グメ ン ト   北 淡   東浦   六 甲山 ？   高槻

長さ 20   25km 30   ？ ≧ 3Q  

単位変位量 1，6m L4　m ？ ≧ 3m

再来 間隔 2−25 千年 14−2．2千年 ？ 25 千年

サ イクル 11995AD
兵庫県南 部Eq1596AD慶長伏見地震

？ 1596AD

慶長伏見地震

サ イ クル 「1 約 50AD 約 200AD 〜
約 6σOBC

？ 約 9σD呂C

サ イク ル 川
約 19ひQBC 〜
約 3000BC

？ ？　　　　　　 ？

（91km ）を見積 もり，糸静線 活断層系の 3分の 2 ない し全域

が 同時 に 活動す る と して い る．こ れ に 対 して 奥村 ・井村

（1996）は，他の 断層の 活動問隔は牛伏寺断層 の 活動間隔 よ り

も長 い （第 5 図） こ と か ら，最新活動 が同時期 で あ っ て も，
次 の 活動 が 差 し迫 って い る の は牛伏寺断層周辺 に 限 られ る と

して い る．この 問題 に決着をつ ける た め に は，個々 の 活 断層

の 活動履 歴，単位変 位量 お よ び平均変位速度の 情報精度を向

上 させ る以外に 方法 は ない と考え られ る，

　4）　国府 津
一
松田 断層

　国府津
一
椡 1

．
噺 唇 （第 6 図の 断層 1）に つ い て は，そ の 東西

に 位 置す る大 磯丘 陵 と足柄平野 の 段丘 に 関す る デ
ー

タか ら，

活動間隔は 2000〜3000年，最新活動後の 経過時間 は 2300年

以上 と推定 さ れ て い る （山崎，1993）．ま た，1995 年 に 実施 さ

れ た ト レ ン チ 調 査 の 結 果 （第 7 図）か ら，同断層 の 最 新活動

は約 3eOO年 前と推定 さ れ た （水野 ・山崎，1996）．地 震調査

委員 会 （1997） は，こ れ らの デ
ー

タ に 基 づ い て ，今後 数百年

以内に 神縄 ・国府津
一
松旧断層帯 と そ の 海域延長部 を震 源 と

す る マ グ ニ チュー
ド 8 程度 の 地震 が発 生す る可能性が あ る と

す る評 価を公表 した．こ の 評価に つ いて は，1司委員会の 補足

説明資料で も指摘 して い る よ うに ，幾っ か の 課題 が残 されて

い る．活動時期 の 予測 に 関連 して は，最新活 動 に先立 っ 活動

時期 が 未解 明で あ る こ とが まず 指摘 で きる．こ の た め ， 約

3000年 と推定 され た活動間隔の信頼性は十分 と は言え ず，活
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第 4 図　糸魚川一静 岡構造線 活断層系の 概要 と ト レ ン チ 調査

　地点 （奥村 ・井村，1996）．

動間隔の ゆ ら ぎ も現 時点で は 明 らかで は ない ．ま た，国府 津一

松 田断層 の 活 動 （大磯 型 地震） と 関東大地 震 な ど の 桾 模 トラ

フ 沿 い の プ レ
ー

ト境界地 震との 関係 解 明 も今後 に残 さ れた 大

きな 課題 で あ る．両者 の 関係 の 解 明 は，国府 津
一
松 田断層 の 将

来の 活動時期 に っ い て，大 きな拘束 条 件 を与 え る もの と期待

され る．

　2．今後の 課題

　　 （1） 確率 予測 の 導入

　今 後 の 活 断層 の 危 険度 評価 に関 して は，大 き く2 つ の 道筋

が あ る と考え られ る．そ の
一

つ は確率予測 （確 率論的危険度

評価 ） の 導入 で あ る．こ の よ うな 評価 の 必 要性 は，地 震 調査

委員会 （1997）の 国府津
一
松田 断層の 危険度評価 に対す る

一
般

市 民 の 反 応 か らも明 らか で あ る．「現 在 を 含 め た今 後 数百 年

以 内 に，マ グ ニ チ ュ
ー

ド 8程度 の規模の 地 震が 発生 す る可能

性 が あ る」 とい う評 価 に 対 して ，切迫 性 が ピ ン と こ な い ，生

活実感 と か け離れ て い る と い った 反応 が 多か っ た．こ れ は 主

に ，長 期予 測 と して の 活 断層 の 地 震発 生危 険度 評価 の 特 質 が

情報の 受け手側 （特 に
一

般市民 ） に 十 分 に 伝 わ らず，地 震の

短 期 ・直 前予 知 と混 同 さ れ た た め で あ ろ う，今 後，長期 予 測

の 有用 性 や利 用方 法 に 関す る議論 の 喚起 を も視 野 に 入 れて ，

活 断層 調査 に 基づ く地震発生危険度評 価 の 特質 を よ り分 か り

易 く伝 え る工 夫 をす る必 要 が あ る，確 率予 測 は そ の よ うな工

夫の
一

っ で あ る．著者は 確率予測に つ い て の十分な 知識 を 欠

くた め，こ の 問題 に 深 く立ち入 るこ と は で きな い が，活 断 層

か ら地 震が 発生 す る 確率を風水害，火 事な ど の
“
身近 な 危険

”

の 確率 と容易に 比較で き る よ うに しよ う とす る もの で あ る．

　 こ の よ うな危 険度 評価 の た め に は，活 断層 の 活 動間 隔 とそ
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第 5 図 糸魚川
一
静 岡構 造線活 断層 系中 ・北部の 過去 1万年

　 の 活動履歴 （奥村 ・井 村，1996）．太 い 実線で 囲み ，網掛

　 け した 長方形 が ト レ ン チ調 査の 結果 か ら推定 され る各地

　点 の 断層活動 の 時期 を示す．n．a．は，削剥 や不整合 に よ

　 る地層 の 欠如 の た め，年代 デ ー
タが な い こ とを示 す，

の ゆ ら ぎ，お よ び 最新活動時期な ど に つ い て，高い 精度 の情

報 が必要 とな る．こ れ まで の 実 績 か ら判 断 す る と，活動 度 が

A 級〜B 級上 位の 活断層 （平均変位速 度が お お む ね 50cm 〆

千年 以 上） で は，今後 の 計 画 的 な 調査 に よ り，活動 間隔 の ゆ

らぎ を含 む 必 要な デ ータ の 取得と そ れ に基 づ く確率論的な評

価 が あ る程 度可能 と考 え られ る．しか し，B 級下 位〜C 級 の

活断 層 で は，高精度の 確率論的評 価に 必要な 活動履 歴情報の

取得 は必 ず し も容 易 で は な い と予 想 され る，

　　（2） 最 新活動 時期に 基づ く半定量 的な 評価の 推進

　危 険度 評価 の も う
一

っ の 方 向 は，こ の よ うな B 級下 位〜C

級の 活断層を 主な 対象 と す る もの で あ り，最新活動時期 に基

づ く
“
半定 量 的ts

”
評価 の 推 進 で あ る．活 断層 調査 が 大 き く

進展 して い る近畿地 方で は，最 も活動的 な 活断層 （野島断層

な ど ） の 活 動 間隔 は 2000年 程度 で あ る こ とが 分 か っ て きた．

した が っ て，同地 方で は，最新活動が 鎌倉時代以 降で あ る こ

と が 確 か め られた 活 断層 （特 に 歴 史地 震 との 対 応 が 判 明 した

活断層）は，活動間隔に 関す る 十分な情報が な くて も，当面

（今 後 100年 間程 度） は地 震 が 発生 す る 可 能性 は 低 い と考 え

られ る．た だ し，この 地 震は 前述 の よ う に，最 大 規模 の 固有

地震 の こ とで あ り，よ り小規 模 な 地震 の 発 生 を 否 定す る もの

で は ない ．

　 こ の 例 の よ うに，B 級 下位〜C 級 の 活 断層 に っ い て は，最

新活 動 時期 と平 均変 位速 度 の 特定 に 力 を注 ぐの が 現実 的 な対

応 と考え られ る．活動間隔に っ い て は 直接的に は 情報が 得 ら

れ な くて も，同
一

活 断層 区 内 の A 級〜B 級上位 の 活断層 の 活

動間隔を最小値 と して 代用 す る こ と が で き る，ま た，そ の 妥

当性は 平均変位速度 に よ り検証可 能で あ る．そ の 上で ，最新

活 動時 期，さ らに は 最新 活動 と
．
占地 震 との 対 応 の 検討 に基 づ
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第 6 図 相模 トラ フ北縁部の 活断層分布 （徐 1995）．1 ：園府津
一
松 田断層 （陸域），2 ；国府津

一
松田 断層 の 海底 へ の 延長部，

　3 ： 日向断層，4 ：平LI」断層，5 ：神縄 断層，6 ；松田北断層，7 ：西相模湾ス ラ ス ト （南部），8 ：真鶴海丘 南縁 ス ラ ス ト，9 ：

　相模湾断 層，10 ：丹 那 断層．a ：足 柄 ilZff ，　 b ：足 柄 山 地，　 c ：真鶴海丘，　 d ：大 磯海丘，　 e ：東京海底谷．

い て，当面の 地震発生危険度 の低 い 活断層 と そ うは 言い 切れ

な い 活断 層 と に分 別 す る こ とが で き よ う．こ の 方法 は 日本列

島全 域に 適用する こ とは困難か もしれ ない が，多数の 活断層

（その
一

部 は A 級 ） が分布 し，同時 に 地震 史料 や地 震考 古 資

料 が豊 富な近 畿や 中部地 方で は 有効 と考え られ る．
“
当面は

安 全 と考 え られ る断層
”

の 特定 と そ の 公 表 も，活 動 が差 し

迫 っ た 活断層の 定量 的な危険度評価 と同様 に，社会的に 重要

な 課 題 と考 え られ る．

地 震規 模 の 予 測

　1． 現　状

　　（1） 従来 の 地 震規模 予 測の 方法 とその 問題 点

　活断層の 活動に よ り引き起 こ され る地震の 規模は，ずれ動

い た 断層の 長 さと ず れの 量 （単位変位量） に比例す る こ と が

経験的 に 知 られ て い る．従来，活 断 層 の 活 動 に よる地震 の 規

模 を予測する 方法 と して は，断層 の 長さ お よ び 変位量 と マ グ

ニ チ ュード を関係 づ けた経験 式 が多 用 されて きた，代表 的 な

経験式は 松田 （1975） に よ る地震断層の 長 さ お よ び変位量 と

マ グニ チ ュ
ードとの 関係 式 で あ る．また，佐藤 ほ か （1989）

に よ る震源断層の 長さお よび変位量 とマ グ ニ チ 」一ド との 関

係式 もよ く用 い られ て い る．こ の よ うな経験式 に よ る地震規

模予測の 問題 点と して
， 経験 式 と そ の 基礎 と な っ た デ

ー
タ と

の 間に系統的な 誤差が あ る こ とが 指摘で きる．こ こで は，用

い られ る 頻度 が 高 い 断層長 と マ グ ニ チ ュードとの 関係 に っ い

て 取 り上 げる．

　佐 藤 ほか （1989）に よる 内陸地震の 震源断層の 長 さ とマ グ

ニ チ ュ
ー

ドの 関係 （第 8 図 a ）を見る と，横軸の マ グ ニ チ ュ
ー

ドが ほ ぼ 7 よ り小 さい 領域 で は，デ
ー

タ は経験 式よ り も緩 い

勾配で 分布 して い る，一
方，マ グ ニ チ ュ

ー
ドが ほ ぼ 7 よ り大

きい 領域 で は，右 端 の 濃尾地 震 を除 くと，データは経験 式 よ

り も大 きな勾配で 分布 し て い る．地震断層 の 長 さ とマ グ ニ

チュードとの 関係 を示 した第 8 図 b で は，データ数 が少 ない

た め不確実で は あ る が，同様 の 傾向が うか が わ れ る．ま た，
こ の 図 で は，濃尾 地震 はマ グ ニ チュード7 ク ラ ス の 地震 の 集

団か ら離れ た 位置 に プ ロ ッ トさ れて い る．こ れ らの こ とは，

濃尾 地震 の マ グ ニ チ ＝・・一ドの 再検 討 が 必 要 な こ と と 共に，長

さ が 50km を超 え る よ うな大規模な断層系で は ， 単純に その

全長 を これ らの 経験式 に代入 して 地震 の 規模を 求め た 場合，

地震 規模 を過 大 に 見積 もる可 能性 が 高 い こ とを示 して い る，

　　  　地震 規模予測の 実例

　 こ こ で は，地震 調査委 員会 が地 震 の 発 生時期 と と もに ，規

模の 予測 も公 表 した糸魚川一
静岡構造 線活断層系 と国府津

一

松田断層 の 例を紹介す る．こ の 2 つ の 例で は，上で 問題点を

指摘 した断層の 長 さで は な く，単 位 変位 量 （1回 の 断層 活動

に伴 う変位量）を 地震規模予測の 基礎資料と して い る点で 共

通 して い る．

　1）　糸魚川
一
静岡構造線活断層系

　前章 で も触 れ た よ うに ，地震調 査委員会 （1996） は，今後
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第 7 図　 国府津一松 田断層 ・国府津 地 区 ト レ ン チ の 壁 面 ス

　 ケ ッ チ （水野 ・III崎，1996 に
14C

年代 を 修正 加筆 ）．水

　野 ・山 崎 （1996） は 他 の 地 区の ト レ ン チ 調査結 果 も考慮

　 して ，本 ト レ ン チ 壁面 に 現 れ た地 割れ を 国府津
一
松 田 断層

　の 最新活動 に 伴 っ て 形成 され た も の と推定 して い る．

数 百年 以 内 に牛伏寺断層 を含む 糸静線 の 活動に よ り，マ グ ニ

チ ュー
ド 8 程度 （7，5〜8．5）の 地震 が 発 生 す る可 能 性 が高 い と

す る評 価を公表 した，こ の 評価に お ける地震の 規模は，次の

二 つ の デ
ー

タ に 基づ い て い る．一一
つ は，約 100km に わ た る

白馬か ら小淵沢 ま で の 6 地点で ，ほ ぼ 同 じ時代 （約 1200 年

前）の 最新 活動 が 認 め られ た こ と （第 5 図）で あ る．も う
一

っ は，松本 （牛伏寺断層） と茅野 （釜 無山断層群）で ， 各々

7．5 ± L5m お よ び約 6m の 単位 変位量 が 求 め られ た こ と　（糸

静線活断層系発掘調査研究 グル ープ，1988 ；奥村 ほ か，1994）

で あ る．しか し，こ れ ま で に得 ら れ て い る活動履 歴の デ
ー

タ

（第 5 図）か ら は，次 の 糸静線活断層系 の 活動が牛伏寺断層付

近 に 限 られ る可 能性，換言 す れ ば 次の 地震の 規模が 地 震調 査

委員会 の 予測よ りも小 さ くな る 可能性 も考え られ る，地震調

査 委員 会 の 見解 が 公 表 さ れ た と は い え，糸静線活断層 系の 地

震 規模予測は決着が っ い た 訳で は な く， 活動履歴 や単 位変 位

量 に 関す る情報 の 取 得 を 今後 も継続す る必要が あ る．

　2＞　国府津
一
松田 断層

　地震 調 査委員 会 （1997）は，ア カ ホ ヤ 火山灰の累積変位 （約

20m ） と段丘 の デ
ー

タか ら推 定 され る活動 間隔 （約 3000年）

か ら，国府津
一
松田 断層の 単位変位量 を 10m 程度 と 見積 もっ

た．同委員会は こ の 見積 もりに 基づ き，神縄 ・国 府津一松 田断

層 帯か ら発生す る将来の 地 震 （大磯型 地 震）の 規模を マ グ ニ

チ ュー
ド 8 程度 とす る 予測を公 表 した．さ らに ，こ の 規模 の

地 震に 対応す る断層 の 活動区間を 80km 程度 と見 積 もり，同

断層 の 海 域延長 部 に まで 及 ぶ と した．こ れ と は別 に 徐 （1995）

は，日 向断層 と平lh断層 （第 6 図 の 断 層 3 と 4）を国 府津一松

田断 層 の 内陸側 へ の 延 長 と考え，真鶴海丘以 北の 海底断層 か

ら平 1［断 層 に 至 る 断層 系 を大磯 型地 震 に 対応 す る震 源断層 と

見 な して い る．W・i】1断層 の 最 新活動時期 は お よ そ 2700年前

と推 定 さ れ て お り （Itoet　aL ，1987），同 断層 が 国 府津一松 旧断

層 と 同時 に活動 した 可 能性 は十分考え られ る．今後，平 山断

層 や 海域 活断層 の 活 動 履歴 や単 位変 位量 の 解 明 が 大磯 型地 震

の 実像に 迫 る新 た な方途 と して 期待 さ れ る．

　2． 今後の 課題

　　（1） 破壊の セ グ メ ン トと 単位変位量 に基 づ く地 震規模予

　　　　測の 推進

　最 近 の 活 断層調 査 に よ り，長大な 活断層系 は幾っ か の 破壊

の セ グメ ン トか ら構成 さ れ，同セ グメ ン トは
一

っ の 破壊 サ イ

ク ル の 中で 単 独 で 活動 す る場合 もあ れ ば，幾っ か が 連動破壊

する 場合もあ る こ とが分かって きた （例え ば，第 1 表）．また

こ れ と は 逆 に ，地表 で は 連続性が 途切 れ る 複数の 断 層が ，活

勁履歴の 一
致や 変位量 分布の 連続性か ら，一

っ の 破壊の セ グ

メ ン トを 形成 して い る と考 え ら れ る場合 もあ る こ と が 分か っ

て きた （鈴木 ほか ，
1997 な ど）．こ れ らの 調査結果 か ら，精度

の 高い 地 震規模予 測 の た め に は，破壊 の セ グ メ ン トを 認 識

し，そ れ ぞれ の セ グ メ ン トか ら生 起す る地 震 の 規模 を決 定 す

る こ と が 重要と 考え ら れ る （第 9 図）．

　破壊 の セ グメ ン トが単独で 破壊 す る場合 と連 動 して 破 壊 す

る場合 とで ，各セ グ メ ン トの 変位量 や地 震規模 に違 い が 生 じ

る か否か に っ い て は ， まだ十分な 検証 が な されて い な い ．有

馬
一
高槻構造線に つ い て は，紀元前 900年頃の破壊 （単独破壊

の 可能性があ る） と慶長伏見 地震 時の 連 動 破壊 と で ，ほ ぼ 同

じ上 ド変位 （50〜60cm ） が 生 じた こ と が 判明 して い る （寒

川 ・杉 山，1996）．今後，変 位量 と破 壊様 式 （連動 単独 破 壊

な ど）お よ び活動 間隔 との 関連性，な らび に破 壊 の セ グメ ン

トの 領 域 の 安定 性 を検 証 す る 研究 を 推 進 す る必 要 が あ る．

　破壊 の セ グメ ン トの 領 域 が 数万 年程 度 の オ
ーダー

で 安 定 し

て お り，各 セ グメ ン トの 変位 量 が 破壊 様式 に よ らず，お お む

ね
一
定で あ る こ とが 検証 さ れ れ ば，セ グ メ ン トの 規 模 と単位

変 位量 （換 言 す る と地震 モ ーメ ン ト） に 基 づ く地震 規模 予 測

が 可能 と な る．米国で は既 に，各 セ グメ ン トの 変位量 を破 壊

様 式 に よ らず一定 と見 な す モ デ ル に 基 づ い て ，地震 規模 の 予

測が 試み られ て い る （Working 　Group 　on 　California　Earth−

quake 　Probabilities，1995）．

　 こ の よ う な地 震 規模予 測 で は，活 断層系 か ら生 じ る地 震 の

震 源域 （破 壊 の セ グ メ ン トの 組 み 合 わ せ） と規 模 （モ ーメ ン

ト ・マ グ ニ チ ュー
ド） にっ い て 複 数 の 答 え が得 られ る．こ の

た め，そ れ ぞ れ の 答 え の 発 生確 率を ど の よ うに 評 価 す る の

か，予 測結 果 を地震 防災 や 構 造物 の 耐震安 全性 評価 に どの よ

うに 生 か して ゆ くの か な ど が 次の 課題 と な る．前者 の 課題 に

っ い て は，b 値 な どの 統 計的 デ
ー

タ の ほか に，隣接 す る セ グ

メ ン ト の 活 動履 歴 も重要 な拘 束条 件 と な る．後 者 の 課 題 に 関

して は，著者 は深 く議 論で きる だ けの 知見 を持 ち合 わせ て い

な い が，適切 な 動的パ ラ メ
ー

タ
ー

と 組み 合わ せ る こ と に よ

り，加 速度 分布 や震 度分 布 な どに っ い て も複数 の 想 定 を行 う

必要が あ ろ う，

　 　  　地 震規 模 予測 に用 い られ る経験式 の 改良

　正．　 （1）で 指摘 し た よ う に，Matsuda （1981） と佐藤 ほ か

（1989） に よ る 断層 の 長 さ と マ グ ニ チ ュードに 関 す る デ ータ

（第 8 図）を見 直す と，経 験 式 とそ の 基礎 とな っ た デ
ー

タ との

間 に 系統的な 誤差 が 認 め られ る．震源 断層 の 長 さ に つ い て

は，佐藤 ほ か （1989） が指 摘 して い る よ うに，小規 模 地震 の

断層 長を 過 大評価 し て い る可能性が あ る．ま た，地 震断層 の

長 さ に っ い て は，マ グ ニ チ ュード 7 以 下 で は デ
ー

タ が 少 な
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第 8 図 地震を発生 させ た断層の 長さ と地震の マ グ ニ チュー
ドと の 関係．

　 グニ チ ＝一ドとの 関係．
　の うちの 内陸地震だ けを抜 き出 して 示 した．
　層面 の 幅を 断層の 長 さの 2 分の 1 と仮定 して 得 られ た もの ．
　 とマ グ＝ チ ュード との 関係．
　断層 の 出現 が 確定的で な い もの や 地すべ りに 伴 う割れ 目の 疑 い が あ る もの ，

く，ば らっ き も大 きい，し た が って 著者は，マ グ ニ チ ュ
ー

ド

7程 度以 上 の 地震 の 断層長 と マ グ ニ チ ュードを再 検討 し，信

頼性 の 高い デ
ー

タ の み に 基づ い て，経験式を改良すべ きで あ

る と考 え る．また，上述 の 破 壊 の セ グメ ン ト に 関す る議 論 に

よ れ ば，マ グ ニ チ ュ
ー

ド 7以上 の 地震に は，当然の こ とな が

ら，連 動破壊 に よ る 地震 が 含 まれ る．こ の 場合，連動 破 壊 に

よ る地震群 と単独破壊に よ る 地震群 とで は，断層長 （破壊域

の 総 延 長） と マ グ ニ チ ュードと の 統 計 的関 係 が 異 な っ て くる

と考え られ る．例 え ば，佐藤 ほ か （1989）の 式 は，断層面の

幅 （第 9図 の W ） を 断層長 （L） の 2 分 の 1と 仮定 して 得 ら

れ た もの で あ る． しか し，断層の 幅は seismogenic 　crustal

layerの 厚 さ （内陸 で は 20　km 前 後） に 規制 さ れ る た め，断

層面がた って い る場合，破壊域の 総延長が 80km ，100　km と

延 び て も，そ れ に 対 応 して 断層 の 幅 が 単純 に 40km ，50　km

と大き くな る こ とは で きない ．よ って 著者 は，将来的に は単

独 破壊 と連動 破壊 の 各 々 に 適 合 し た経 験式 を 作 成 す る必 要 が

あ る と考えて い る．特に ， 連 動破壊 に っ い て
， 精度 の よ い 経

験式が 作成 され れ ば，破壊の セ グメ ン トに 関す る各種の 断層

パ ラ メ ー
タ
ーが 完全 に は揃 わ な くて も，適 正 な 地震 規模 の 予

測が
．
巨∫能に な る と期待さ れ る，この 場合，2．（1）で の 議論を考

慮 す る と，予 測 す る 地震 規模 の 尺 度 に は モ ーメ ン ト ・
マ グ ＝

チ ュー
ドを採 用 す る の が 適切 と考 え られ る．

お　わ　り　 に

　以上，本 稿 で は，活 断層調 査 の 現状 と課 題 を 簡単 に紹介 し

た が，全般 に活 断層 調査 の 有 効性 を強 調 しす ぎた感 が あ る，

そ こ で 最 後に，現在 の 活断層 調査で は対応が 困難な 例 も指摘

して お きた い ．そ れ は，兵 庫県南 部地 震 の 際 に 大規 模 な 被害

の 原因と な っ た 神戸側の 破壊で あ る．神戸側の 地表 に 断層 が

出現 した と す る説 もあ るが，そ の 変位量 は セ グメ ン ト規模か

ら推定さ れ る 変位量 （1．5〜3m ） に 遠 く及 ば な い．した が っ

て ，神戸 側 の 破壊 は，お そ ら く400年 前 の 慶長 伏 見地震 の 際

に 活動 した セ グメ ン トが，隣接する野島断層の 活動 に誘発 さ

れ て ，平 均 的な 活動 間 隔 に 比 べ て 相 当 に 短 い 経 過 時間の うち

に，
“
非固有的に

”
再活動 し た もの と推定 さ れ る．神戸側 の断

層 活 動 は，こ の よ うに 事 後 に 解 釈 を加 え る こ と は可 能 で あ る

が，地震前に 詳細な活断層調査 を行 い ，各種の 断層パ ラ メ
ー

ターを 取 得 して い た と して も，事 前 に予 測す る こ と は 困難 で

あ った と考え られ る．

　 我 々 は，こ の よ うな 活断層 調 査 の 限 界 や 問題 点 を 十分 に 認

識 し，そ れ を謙虚 に受け とめ た 上で，地震災害の 軽減，各種

構 造 物 の 耐震 安全性 評価 な ど，国民生 活 の 安全 に 最 大 限貢献

す る よ う努力 しな けれ ば な らない ．そ の た めに は，活断層に

関す る情報 の 質と量 ，な らび に 調査技術 や 解析 ・評 価 手法 の

向上 に 務 め な けれ ば な らな い こ とは 言 うまで もな い ，しか

し，そ れ だ け で は不十分で あ り，社会や 国民の 広範 な ニ
ー

ズ

に 応 じて ，活 断層 に 関 す る情報 や そ の 評価 結果 を適 切 に 加工

し，多様な表現方法 と媒体を通 じ て公 表す る必 要が あ る．現

在 の 活断 層調 査 の 周 辺 を 振 り返 っ て 見 る と，こ の 点 は ま だ大

き く立 ち後 れて お り，高度 情報 化 社 会 の 21 世紀 に 向 け て，

我 々 に 課 せ られ た最 大の 課 題 と 言 っ て も過 言で は な か ろ う．

謝 辞

　本 論文 の 投 稿 を著 者 に 勧 め て 下 さった静 岡大 学理 学 部 の 新

妻信明教授に 深 く感 謝致 し ます，ま た，本論文の 内容 は，地

質調 査所 活 断層研究 室 の 粟 田泰 夫氏 を は じめ とす る同 研究室

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

活 断層調査 の 現状 と課題 69

響
蕪

続発 破壊 サイクル 2
連動

単独 誘発 破壊サ イ ク ル 1
遮動

単独

活動履歴

A
（

〔
　

「 t
”
XN

　　　　　　　　　 単位変位量分布

幾何 学的セ グメ ン ト

＿ 　　　　　　　　　　　t h
　　　　　　　−
　 　 　 　 〜

破壊 のセ グメ ン ト

〆
；

一

・
→

　
　

μ

一 一 →

丶一
遭
ノ

断層 モデル

皿
2いヨ
O瞬南卩
写

　
　6「ロロ7冖！

第 9 図　大規模 な 活断層系 の 評価 に 関す る模 式概念図 （杉

　［Ll，1997を一
部 修正）．　 D，　 L，　 W はそ れ ぞ れ，各 破 壊 の

　セ グ メ ン ト の 単 位変位 量，断層面 の 長 さ お よ び 幅．μ は

　剛性率 で あ り，D ，　L，　W の 積 に μ を掛 け合 わせ た 量 が 地

　震 モ
ー

メ ン ト．

の 同僚の 方々 と の 議論 に基 づ くと こ ろ が多 い ．こ こ に記 して

感謝の 意 を 表 し ます．
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（要 　 旨）

杉山雄
一，1998．活 断層調 査 の 現状 と課題．地 質挙論集，第 49号，61−70．（Sugiyama ，　Y，，1998，

　Present　state 　and 　prospect 　of 　active 　fault　investigation．　Mem ．　Geol，　Soc．　Japan，　no ．49，61−

　70．）

　活断層調査 の 目的 は，地震の 場所，時期，規模 な どを長期 的 に予 測 す る こ と に よ り，国民生 活
の 安全に 資す る こ と に あ る．場所 の 予測に 関連する活断層調査の 課題 と して は，伏在活 断層調 査

と活 断層 の 詳 細位 置情報 の公 表が あ る．時期 の 予測 （危 険度 評価 ） に 関 して は，確率評価の 導

入，活動間 隔 の ゆ らぎに 関す るデ
ー

タの 蓄積，最 新活動 と歴史地震の 対応 づ け に 基づ く評 価 の 推

進な どが今後 の 課題 と して 指摘で きる．ま た，地震規模の 予測 に 関す る課題 と して は，破 壊 の セ
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